
モネの池   松下幹生 

 
美濃板取の  モネの池 
わき水集め  透き通る水 
名もない池が  名所となって 
モネの絵のよに  泳ぐ鯉 
水草くぐり 優雅に遊ぶ 
行ってみたいと  あなたは言って 
山の中まで  ドライブを 

 
 
風光明媚な  山と川 
身に覚えない  心の故郷 
何故か懐かし  山あいの風 
田の脇道を  登り行き 
急に現る  モネの絵の池 
その素晴らしさ  心洗われ 
思わず見入る  池の淵 

 
時間を忘れ  引き込まれ 
あなたに呼ばれ  現(うつつ)に戻り 
あなたと共に  水辺を巡る 
絵画の世界  堪能し 
心にたっぷり  景色を詰めて 
立ち去りがたい  気持ちを抑え 
夕暮れの中  背をむける 


